





漢字は中国より将来されたもので、 〈形〉 ・ 〈音〉 ・ 〈義〉







































































































































































追加二。 「はくしもんじゅう」の解説 に於いて「 〈集〉
とも呼ばれ」たと述べられているが、筆者は管見の限り、その用例を知らない。 江湖の諸兄の教示を願うものである。
（注一）
　
拙著『白氏文集は〈もんじゅう〉か〈ぶんしゅう〉か』
（遊学社、二〇一二）
（注二）
　
詳細は、 「 『文集』を〈モンジュウ〉と読んだ最初の人」
（新釈漢文大系） 『白氏文集』六（二〇〇六・八、季報一九四
　
明治書院）右に拙著にも収録している。
（かみたか・とくはる／明治大学
　
文学部教授）
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『源氏物語』承應 3年（1654），
洛陽　八尾勘兵衛
『湖月抄』　延宝元年（1673），
京都　出雲寺和泉掾
166
『首書源氏物語』（カシラガキゲンジモノガタリ）寛文 13年（1673），
京都　穂積堂
『（翻刻本）『首書源氏物語本文』　昭和 19 年（1944），
東京　東京圖書出版　今泉忠義　校定
